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星形成史としての銀河形成・進化星形成史としての銀河形成・進化

主要構成天体は星主要構成天体は星

我々の銀河系ではバリオンの大半が星我々の銀河系ではバリオンの大半が星

活動性も多くは星起源活動性も多くは星起源

星の光，超新星爆発，星の光，超新星爆発， etc. etc. 
進化も星が主として駆動進化も星が主として駆動

ガス量の減少，重元素汚染，ガス量の減少，重元素汚染， etc.etc.

大局的星形成を表す量（IMF，SFR)が必要

集団的星形成集団的星形成

星の大部分は巨大分子雲で形成される星の大部分は巨大分子雲で形成される

星形成領域の物理的性質？星形成領域の物理的性質？

IMFIMFややSFRSFRは領域に依存？は領域に依存？
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(Parker et al. 1998)

LMC Clusters の
IMF の冪指数（Γ）

Weidner & Kroupa （２００５）

Cluster のIMF
(MW, LMC, SMC)
2.5M_sun以上での
冪指数

Salpeter (2.35) を中心に
Gaussian?
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IMF のばらつきの理由

Cluster：
星の数が少ないことによる統計揺らぎ
mass segregation
巨大分子雲による tidal effect など

Field (銀河）：
星形成史の影響

Star Formation History で
観測されるIMFは変わって見える
(Elmegreen & Scalo 2006)
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Salpeter IMF を用いてもっと steep な IMF だってできる

SFRは時間変化しているのに，定常と仮定したため
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IMF のばらつきの理由

Cluster：
星の数が少ないことによる統計揺らぎ
mass segregation
巨大分子雲による tidal effect など
cluster への所属？

Field (銀河）：
星形成史の影響

本当か それだけか

位置天文衛星を用いて検証

HipparcosHipparcos data data の解析の解析
（（ChereulChereul et al. 1998, 1999)et al. 1998, 1999)

１２５ｐｃ内の１２５ｐｃ内の AA--F F 矮星矮星 (Distance limited sample)(Distance limited sample)
空間分布および速度空間分布空間分布および速度空間分布

３３--D wavelet D wavelet 解析解析
●●HyadesHyades cluster cluster からのからの evapolationevapolation

(GMC (GMC との相互作用）との相互作用）

●●３個の新しい３個の新しい cluster cluster の発見の発見

●●star formation history star formation history は全く定常ではないは全く定常ではない

５５××１０１０８８ yr yr 程度の程度の burst (Gould belt burst (Gould belt などなど))
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HipparcosHipparcos data data の限界の限界
領域が狭い領域が狭い

cluster cluster からのからの evaporation evaporation 解析には不十分解析には不十分

125pc 125pc までまで
10km/s 10km/s ×× 101088 yr = 1 yr = 1 kpckpc

星形成領域による変化はわからない星形成領域による変化はわからない

Mass range Mass range が不十分が不十分 （（IMFIMFは？）は？）

精度不足？精度不足？

33--D wavelet D wavelet 解析を基本としている解析を基本としている

66--D D をフルに使いたいをフルに使いたい

星形成領域による違い？星形成領域による違い？

AgeAge--MetallicityMetallicity relation relation の分散の分散

銀河内は一様ではない銀河内は一様ではない

MetallicityMetallicity によってによって IMF IMF は変わる？は変わる？

環境効果？（環境効果？（UVUVなど）など）
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Age metallicity relation (MW)
(Meusinger et al. 1991)

IMF IMF やや SFR SFR についての理解はまだまだ不十分についての理解はまだまだ不十分

領域，時刻などで異なる可能性領域，時刻などで異なる可能性

環境の影響も環境の影響も

MetallicityMetallicity のばらつきのばらつき

星形成領域を空間的時間的に分解して
解析する必要
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計画計画

６次元位相空間情報（６次元位相空間情報（JASMINEJASMINEなど）がなど）が

HipparcosHipparcos よりはるかに充実する予定よりはるかに充実する予定

●●位相空間（位相空間（66--DD）での解析手法の確立）での解析手法の確立

●●cluster cluster 分解過程の分解過程の simulation simulation と位相空間と位相空間

での振る舞いの研究での振る舞いの研究

●●IMFIMF，，SFRSFRの環境依存性の研究の環境依存性の研究

●●星形成過程の変化による銀河進化への星形成過程の変化による銀河進化への

影響の研究影響の研究

星形成に重点をおいた銀河進化史の研究へ


